
都道府県名

Ⅰ　産地パワーアップ計画（収益性向上タイプ）

１　成果目標

（１）生産コスト又は集出荷・加工コストの10％以上の削減

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

単
位

ha ha ha

H
29

t
R
2

t
R
2

H
29

kg
R
2

kg
R
2

H
29

kg
R
2

kg
R
2

H
29

R
2

R
2

（２）販売額又は所得額の10％以上の増加
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（３）契約栽培の割合の10％以上の増加かつ50％以上とすること
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27 白子町 たまねぎ

新型選別機を整備し
て、たまねぎの集荷
規格の細分化・品質
安定化を推進し、白
子たまねぎブランド
を構築することで、
契約取引の拡大と生
産者所得の向上を図
る。

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上

333,905

総出荷数量に対
し、契約先取引量
の比率で算出。出
荷伝票、取引契約
書で検証。

141.2
目標をはるかに上回る実
績であり、今後のさらな
る発展が期待できる。

624.0 368.1
選別機利用実績及
び契約取引実績に
より検証

152.6

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

成果目標として設定した
契約割合を達成すること
ができた。但し、台風被
害等の影響もあり全体出
荷量は横ばいであるた
め、更なる発展に向けて
今後も支援していく。

【施
設】
41.13

【露
地】
17.34

578,760 289,380 66.31%

千葉県山武郡芝

山町：岩山地

区、牧野地区、

小池地区、菱田

地区、　・香取

郡多古町：一鍬

田地区、飯笹地

区、鷹の巣地

区、林地区、・

富里市(JA富里

市)地区、・成

田市(株式会社

生産者連合デコ

ポン)地区、・

他株式会社生産

者連合デコポン

加盟地区・大多

喜町：小土呂地

区・ 木更津

市：（㈱耕す）

地区

【施設栽培】

ほうれん草、小

松菜、ベビー

リーフ、春菊、

山ほうれん草、

パクチー、イタ

リアンパセリ他

【露地栽培】

ほうれん草、小

松菜、春菊、ベ

ビーリーフ、山

ほうれん草、パ

クチー、イタリ

アンパセリ、人

参、長ネギ、

ズッキーニ、ロ

メインレタス、

トウモロコシ他

集出荷貯蔵施設及
びパイプハウスの
整備により、野菜
の生産面積・収量
が増加し、集荷量
の増加・作業のコ
スト削減が図ら
れ、有機JAS等農
産物の契約取引の
向上に取り組む。

備考

現状 目標 実績

年
度

面積

芝山町農
業再生協

議会
25

面積 総生産量又は 契約取引量

総出荷量 総出荷量 総出荷量

契約取引量 年
度

【施
設】
35.91

【露
地】
14.36

503,588

契約栽培の
割合の10％
以上の増加
かつ50％以

上

10.4%

【施
設】
33.94

【露
地】
16.06

509,189 52,711 50%

総生産量又は 契約取引量 年
度

面積 総生産量又は

かとり農業協同組
合の集出荷実績に
より検証する。

56.1

施設稼働が令和2年4月の
ため、令和2年の上半期
は一元販売体制のメリッ
トを活かした新たな契約
取引の増加効果が十分に
反映されていない。今後
は契約取引の増加が見込
まれるため、来年度は目
標値を上回ってほしい。

目標達成に向け、契約先
の拡大が図られているこ
とから、引き続き取り組
みを支援する。

711.1 19,242,467 9,792,800 28.88% 699 17,227,16818,939,779 341,100 50.1%

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価

施設野菜
(野菜苗)

施設花き
(花苗)

　生産者の高齢化により
野菜苗や花苗への需要が
高まっていることから、
野菜苗及び花苗生産に係
る生産技術高度化施設を
新設し、栽培面積を拡大
するとともに、先進的な
技術（自動かん水無人防
除技術、蒸発冷却技術）
を導入し高度な環境制御
による計画的な周年生産
を可能とすることによっ
て、周辺地域に対する苗
の供給体制を整える。
　また、販売額の増加を
図りつつ、雇用も拡大す
ることによって、地域経
済を活性化させる。

販売額の
10％以上の

増加
6,746万円

実面
積：

0.4787
ha

受益面
積：
16ha

（主力
である
ネギ苗
の平29
出荷量
で算
定）

507,414 -9.6

台風による被災の影
響を受けて販売額が
減少したが、かん水
被害軽減のための高
設ベンチの導入等の
対策を速やかに講じ
たことは評価。今

後、取組目標の達成
に向けて、更なる取
組を検討する必要。

132 4,310 11,242万円

実面
積：

0.7318
ha

受益面
積：
16ha

845,545 132

台風、大雨により生
産施設が被災した影
響で実績が伸びな

かったが、現在は復
旧し、概ね計画どお
りの栽培ができてい
るため、今後も目標
達成に向けて支援を

継続する。

※外的要
因等によ
る価格変
動は生じ

ない
（市場出
荷ではな
く、生産
者自らが
価格決定
するた
め）

ー ー

有限会社鈴木農
園の決算資料又
は決算根拠資料
等により検証

6,441 6,315万円

実面
積：
0.478
7ha

受益
面

積：
16ha

374,510 169 5,196
佐倉市地
域農業再
生協議会

C2
佐倉市
飯塚

-17

令和3年度は作付面積
の拡大等により販売
額の増加を目指して
いただきたい。

令和元年台風及び新
型コロナウイルスの
影響で目標未達と
なっている。生産者
の確保等、産地拡大
による収益性向上に
向けて引き続き支援
を行う。

※外的要
因等によ
る価格変
動は生じ
ない
（直売所
であり、
生産者自
らが価格
決定する
ため）

ー ー ー ー
農協の販売実績

で確認。
446,828,207

円
42.1 954429

500,026,657
円

51.14 1,166 429
千葉市農
業再生協

議会
20

千葉市全
域、習志
野市・佐
倉市・四
街道市・
八街市の

一部

とうもろこ
し、キャベ
ツ、だいこ
ん、トマト

ほか

　千葉県の地場産野菜の
充実が求められており、
野菜の生産者及び出荷量
の増加が見込まれるた
め、増加に見合う集出荷
施設の整備及び常時予冷
できる予冷庫を整備して
販売額の増加に取り組
む。

販売額の
10％増加

454,569,688円 46.49 1,060

農地の集積を進め、成果
目標を超える生産コスト
の削減を達成。今後も導
入資産を有効活用し、農
地集積を推進してもらい
たい。

機械及び施設の整備によっ
て経費削減が進み、目標を
上回る生産コスト削減が図
られた。

73,955円 40.8 231,744

現状値：構成員個
人のH28年分申告

経費
目標値：事業後の
経費の増減要因を
考慮し、項目ごと

に算出

273.6102,250円 40 231,200
香取市農
業再生協

議会

生産費
10a当たり
40,894円

45 194.5
千葉市農
業再生協

議会
22

都川上流
地区

水稲

田植機の高性能化に
よる田植作業の省
力、コンバインの高
性能化による収穫作
業の省力、及び農薬
散布ドローンの導入
による除草作業の省
力により、生産コス
トの削減を図る。

生産コスト
の10%以上の
削減（10.0%
の削減）

37
香取市
川頭

水稲

ライスセンター等を
整備することで耕起
作業や収穫乾燥調製
作業を集約し、生産
面積の拡大を図る

生産コスト
の10％以上

の削減
（13.7%）

351,364

現状値：決算書の
生産経費
目標値：事業後の
経費の増減要因を
考慮し、項目ごと
に算出

215

予定以上の農地集積を
行ったうえで、成果目標
を超える生産コストの削
減を達成。今後も導入資
産を有効活用し、農地集
積を推進したい。

面積拡大と経費削減によっ
て、目標値を上回る生産コ
スト削減が図られた。

168,738 107,444円 53 330,672 93,042円 61.8
香取市農
業再生協

議会
24

香取市
篠原新田

水稲

ライスセンター等を
整備することで育苗
や乾燥調製作業を集
約し、生産面積の拡
大を図る

生産コスト
の10％以上

の削減
（10.4%）

119,966円 38.4

10563.2 349,500 97,900円 80 485,460 72,758円
香取市農
業再生協

議会
23

香取市
森戸

水稲

ライスセンター等を
整備することで育苗
や田植、収穫、乾燥
調製作業を集約し、
生産面積の拡大を図
る

生産コスト
の10％以上

の削減
（10.9%）

109,913円

生産費
34,617円

/10a
45.8 182.2

・青色申告決算報
告書

・営農計画書及び
作業受託契約書

238.1

面積拡大と経費削減によっ
て、目標値を上回る生産コ
スト削減が図られた。

599,570

現状値：決算書の
生産経費を使用
目標値：現状値を
基にし、施設導入
による経費の増減
を項目ごとに算定

309.3

予定以上の農地集積を
行ったうえで、成果目標
を超える生産コストの削
減を達成。今後も導入資
産を有効活用し、農地集
積を推進してもらいた
い。

生産費
10a当たり
45,438円

41.5 176.3

導入・定着の取組の
実施内容

スマート農業推進枠

年
度 導入・定着の取組の

実施内容

生産コスト生産コスト 年
度

地域協議会等の評価
年
度

面積 生産量、出荷量、

又は処理量 又は処理量 又は処理量

面積
都道府県の評価

耕地面積及び生産コスト
の削減について、目標を
達成できた。
今後も面積の拡大、経費
削減を図り、生産コスト
の減少に取り組まれた
い。

面積拡大と経費削減によっ
て、目標値を上回る生産コ
スト削減が図られた。

118,543円 25.2 141,120

事後評価の検証方
法(※定量的な検
証ができるこ
と。)

達成率
（％）

地域協議会等の評価 都道府県の評価 備考
現状 目標 実績

年
度

面積 年
度

出荷量

補正係
数

価格補
正後の
実績

産地生産基盤パワーアップ事業

都道府県事業計画書（収益性向上対策）

（都道府県事業実施状況報告書兼評価報告書）

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物 取組内容

成果目標

事後評価の検証方法
(※定量的な検証が
できること。)

達成率
（％）

スマート農業推進枠

年
度

備考
現状 目標 実績

年
度

面積 生産量、出荷量 年
度

生産量、出荷量、

千葉県

地域協議
会名

整理
番号

地区名 対象作物  価格(販売単価)面積 生産量又は
事業実施
前年度出荷量

地域(県又は国を含む)
の価格(販売単価)

取組内容

成果目標

生産コスト生産量又は  価格(販売単価)

目標年度
出荷量

面積 生産量又は  価格(販売単価)

①新型コロナウイルスの
感染拡大防止対策によ
り、外食の自粛や学校給
食の停止等の影響を受
け、５月中旬まで安値が
続く厳しい販売状況の
中、契約販売の拡充を新
規に図り、価格の確保に
努めた。

②集荷規格の細分化・品
質安定化により契約販売
の増加へとつながった事
が目標達成の要因。

事業で導入した選別機を
有効活用し、契約販売の
拡充を図ったことで、生
産量、契約取引量ともに
目標達成することができ
た。

成田市農
業再生協

議会
34

成田市大栄・
下総地区及び
神崎町、香取
市福田・大

崎・本矢作・
沢・荒北地

区、多古町飯
笹地区

かん
しょ、に
んじん、
ばれい

しょ、さ
といも

集出荷場の新設によ
り、契約栽培の割合
【取組前】1.8％→
【取組後】50％
卸、仲卸、直接取引
先との契約取引を拡
大し、販売価格の引
き上げ・安定化を図
る。

510.0 255.0

玉葱
生産量
624.0ｔ

内契約数量
368.1ｔ

（59.0％）

10.2

玉葱
生産量
423.0ｔ

内契約数量
139.1ｔ

（32.9％）

9.4 423.0 139.1

玉葱
生産量
510.0ｔ

内契約数量
255.0ｔ

（50.0％）

10.2
白子町地
域農業再
生協議会

4,975,480

契約栽培の
割合の10％
以上増加か
つ50％以上
とする。

1.8% 699


